
 

滋賀労働局が令和７年度全国安全週間を前に

安全パトロールを実施 

 

滋賀労働局（局長 多和田治彦）は、「全国安全週間」（７月１日～７日）の取

組の一つとして、準備期間中の令和７年６月 17 日（火）に旭化成株式会社守山

製造所（滋賀県守山市小島町 515 番地）において、労働基準部長による安全パ

トロールを実施しました。 

旭化成株式会社守山製造所では、電池・電子機器、繊維製品等の素材の製造を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の作業や工事・非定常作業を実施する際に

「ひょっとしたら事故が起きるかもしれない」

「ひょっとしたら怪我をするかもしれない」とい

う感性を持って、現場・現物・現実を大切にした

リスクアセスメント（危険源の抽出と対策）を実

施する、一呼吸おいて危険予知（ＫＹ）を行う事

で、危険源や安全行動を意識して作業に取り掛か

ることが出来るようになる。 

一人一人がいつも「ひょっとしたら」を意識す

ることの積み重ねにより安全を考える習慣とし、

組織としての安全文化の醸成と安全基盤の高度

化につなげていく。 

旭化成株式会社守山製造所 

「ひょっとしたら」の感性をもって 

現場ＲＡと作業前の一呼吸ＫＹ 

2025 年度 守山製造所 環境安全方針 



 

環境安全方針に基づき、

労働安全衛生活動として 

1.現場のリスクアセスメント 

2.安全意識の向上 

3.管理監督者による現場巡視 

を実施している。 

1.現場のリスクアセスメン

トとして、①機械安全リスク

アセスメント（人材育成）日本

認証ＳＳＡ資格取得の推進、

②化学物質リスクアセスメン 

ト研修（人材育成）健康障害防止及び爆発火災防止の受講、保護具着用管理責任

者講習の実施をしている。 

2.安全意識の向上と

して、①基本安全行動基

準の整備（製造所内での

禁止事項や基本安全行

動などが徹底できない

ケースが見られた。基本

的なルールを明示でき

ていない事が一因と考

え、まず明示することか

ら開始。）、②安全遵守掲

示板等の掲示（制定した

基本安全行動細則の遵 

守事項を受付に掲示。トークナビで 

音声での周知も実施。）、③安全講習

の実施（各種講習会を実施。必要な

講習を受講し、「自分事」で「よりよ

くする」想い、愚直に地道に行動し

てもらう文化を醸成。）をしている。 

3.管理監督者による現場巡視とし 

て、①製造所長（年初計画に基づき、

毎月２回、製造所長等で職場巡視を実

施。）、②工事安全の責任者（年初計画

に基づき、毎月 1 回、設備技術部長を 

中心に、工事現場を巡視し工事における発注者の責務や安全対策が確実にでき

ているかを確認。）、③環境安全部（きづき隊活動）（製造所屋外工事を環安部員

が分担して、週３回、30 分～60 分／回を目安に巡回し、グッドポイントを抽出 ・

共有を実施。気がかり件名は部場の環安担当者に確認。現場での気づきを生か

トークナビ 



 

し、守山製造所の安全文化を築いていく。）を実施している。 

 

このほか熱中症対策として、熱

中症災害防止の啓発（教育資料の

配布、2025 年 5 月 8 日熱中症予防

管理者講習を実施、ＷＢＧＴ計の

設置、連絡体制＆応急対策の周知、

屋外作業に関する巡視による熱中

症防止の声掛け、冷凍おしぼりの

配布）を実施している。 

工場内には、ミストファンの設置

や休憩室の冷蔵庫に経口補水液や

冷凍おしぼ 

りを配置し、

労働者が自

由に利用で

きるように

している。 
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